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はじめに 

 
 
 

本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「風力発電等技術研究開発／②風力発電高度実用化研究開発」（事後評価）の研

究評価委員会分科会（平成３０年１０月１２日）において策定した評価報告書（案）の概要

であり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第５８回研究評価

委員会（平成３１年３月１８日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「風力発電等技術研究開発／②風力発電高度実用化研究開発」（事後評価） 

評価概要（案） 

 
１．総合評価 
日本の陸上風力発電市場において一定規模の設備形成が達成される中で、新設設備に関わ

る技術開発だけでなく、現有設備を可能な限り有効活用するという観点から、本プロジェク

トにおいてスマートメンテナンスなどの研究開発が進められ、その成果伝達の仕組みも整備

されたことは、昨今のコストダウンの要請にも合致し時宜を得たものである。また、10MW
超級風車では海外市場進出への足掛かりを掴み、部品高度実用化についても一定の技術的成

果を得た。 
その一方、一部の技術開発では実用化への見通しが得られないケースや、ノウハウが特定

の企業内や製品に限定されるケースも見られ、成果波及や費用対効果の面では課題も残され

ている。 
今後の研究開発支援にあたっては、世界市場の動向や市場ニーズの把握を始めとして、費

用対効果、実用化の見通し、研究成果・知財の扱いなど多面的な観点から、さらに綿密な事

前の検討が望まれる。 

 
２．各論 
２．１ 事業の位置付け・必要性について 
日本の陸上風力発電市場が拡大し一定の事業規模を達成する中で、従来型の新設設備に関

わる研究開発のみならず、既存設備の的確な保守・運用やリスク管理によって運転効率改善

を目指すスマートメンテナンスなどに関する研究開発が進められたことは、コストダウンが

強く求められる昨今の情勢に鑑み時宜を得たものである。こうした風力発電産業全体にメリ

ットが及ぶ公共財的な研究開発テーマについて、NEDO が支援を行ったことは意義深い。 
また、10MW 超級風車や部品高度実用化などに関わる技術開発については、機器の性能

向上やコストダウンを進めることを通じ、製造面から日本の風力発電産業を支援するととも

に、海外市場進出への足掛かりを掴む上でも、NEDO による関与は必要であったと思われ

る。 
一方、今後の支援に際しては、世界市場の動向、費用対効果、実用化の見通し、研究成果・

知財の扱い等について、さらに綿密な事前の検討が望まれる。 

 
２．２ 研究開発マネジメントについて 
全体的にどのテーマも事前の技術動向調査を十分に行っている。国内の設備利用率を世界

水準までに高めるなど、定量的な目標は概ね適切に設定されており、これらを実現するため

の体制は整備されている。また、保険など関連業界の参画も得ながら、実用化に向けた推進

体制が構築されている点は評価できる。必要な国内外標準化戦略もとられており、適切な研
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究開発マネジメントが実施されていたと判断できる。 
一方、本プロジェクトは多分野に渡っており、個々の研究開発がそれぞれどの程度寄与し

ているのかが必ずしも明確ではない。また、目標設定にあたっての海外動向の反映や、出願・

特許に関する戦略などについては、さらなる工夫が必要と思われる。今後は、市場のニーズ

がより的確に反映される体制作りが必要であり、技術・製品の使用者側の参加を促すなどの

取り組みが望まれる。 

 
２．３ 研究開発成果について 
どのテーマも概ね目標を達成している。特に、スマートメンテナンス技術研究開発の研究

成果は高く評価できる。このテーマでは、個別のユーザーからのデータ収集が行われ、集約・

統計解析までに発展させた。また、日本発の新たな国際標準作りを目指すテーマも見られる

ほか、成果を風力発電業界全体に水平展開するための仕組み作りも進められており、今後の

発展が期待される。 
一方、技術面の目標管理だけでは十分でなく、その経済合理性、信頼性、耐久性など広範

囲の評価も併せて行うべきものと考える。一部のテーマには、出願・特許件数、研究発表・

講演件数、論文数などがきわめて少ないものが見られる。 
最終的には日本製品に体化され販売されることが理想ではあるが、個々の技術単独でも世

界市場での普及・拡大を目指して欲しい。 

 
２．４ 成果の実用化・事業化に向けた取組及び見通しについて 
スマートメンテナンス技術研究開発についてはメンテナンスサービス業務、システム運用、

保険会社と連携した新たなビジネスモデルを構築し、また、複数の事業化スキームを並列的

に実施するなど、実用化・事業化に向けた戦略および取り組みは高く評価できる。その見通

しについても具体的なイメージが提示されていて説得力がある。 
一方、部品高度実用化については、相応の技術的成果は得られているが、その後の事業化

に向けての将来性・可能性が感じられない。小規模風力についても標準化の意義は認めるが、

実用化への道筋がはっきりしない。技術目標を達成し、仮に特許まで取得できたとしても、

その技術が所要の採算基準等をクリアして事業化されなければ、投下された公的資金は活か

されなかったことになる。今後は製造・販売までを十分に念頭に置き、製造者やユーザー等

の意向やニーズがより的確に反映されるような研究開発を期待したい。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.8 B A A A A 

２．研究開発マネジメントについて 1.6 C B B B C 

３．研究開発成果について 1.8 B C B B B 

４．成果の実用化・事業化に向けた取組及

び見通し 
1.6 B C B C B 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 
数値に換算し算出。 

〈判定基準〉  

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要         →A 
・重要            →B 
・概ね妥当          →C 
・妥当性がない、又は失われた →D 

・非常によい         →A 
・よい            →B 
・概ね妥当          →C 
・妥当とはいえない      →D 

２．研究開発マネジメントについて 
 
４．成果の実用化・事業化に向けた取

組及び見通し 

・非常によい         →A 
・よい            →B 
・概ね適切          →C 
・適切とはいえない      →D 

・明確            →A 
・妥当            →B 
・概ね妥当          →C 
・見通しが不明        →D 
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